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ＥＲＳＳ伝送の現状及び将来計画について

現在、福島第一原子力発電所（以下、１Ｆ）のＥＲＳＳの伝送については、５号
機以外は伝送停止中

５号機も老朽設備を使用していることから、伝送停止のリスクが高い状態

⇒緊急時に必要なパラメータを国に対して伝送する必要があるため、１～４号機・
６号機及び環境データの伝送再開等を計画

対象 ＥＲＳＳ伝送の現状 将来計画 実施時期
次スライドの
改修概要

１Ｆ １～４号機 × 伝送再開 2019年度 ①

１Ｆ ５号機 〇 伝送強化 2019年度 ②

１Ｆ ６号機 × 伝送再開 2018年度
③

１Ｆ 環境データ × 伝送再開 2018年度

２０１９年度末までに１～６号機のプラントデータ及び環境データの伝送予定
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ＥＲＳＳ伝送の現状及び将来計画について

【改修概要】
①１～４号機 ＥＲＳＳ伝送再送

 集中管理システムとＳＰＤＳ－ＧＷを接続する
②５号機 ＥＲＳＳ伝送強化

 老朽設備であるＳＰＤＳ計算機を経由せず、５号機プロコンとＳＰＤＳ－ＧＷを直
接接続する

③６号機・環境データ ＥＲＳＳ伝送再送
 ６号機プロコンとＳＰＤＳ－ＧＷを接続する
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